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日本の天気はどうなってしまったのか？ 
 

 

【本書の内容】 
豪雪が交通を分断し、竜巻が車を吹き飛ばす。夏は熱帯のよう

な酷暑となり、台風が迷走、河川が氾濫し家々を押し流す。日

本列島はここ数年、「これまで経験したことのない災害」に見

舞われている。気象庁が「命にかかわる非常事態」と表現する

激甚気象はなぜ起こるのか？ 気象学の第一人者が最新の研究

結果をもとに解き明かす。 

 

【目次より】 
繰り返される災いの年／なぜ日本は激甚気象が多いのか

／高気圧はなぜ猛暑をもたらすのか／水蒸気がもたらす

大気の不安定／豪雨はなぜ発生するのか／台風／激甚気

象は予測できるか／地球温暖化と気象災害／激甚気象か

ら命を守るために 
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